
S H I S E I  H O S H I N
はたらく親を応援するまちでは、子育てし
　　ながら働く家庭の皆様に寄り添い、安心し
て仕事ができる環境を整え、仕事と子育ての最適な両立を支援します。
◇小学校児童早朝居場所づくり事業
令和８年度に、さくら小学校をモデル校として、校内に始業前の子ども
たちが安心して過ごせる居場所を開設し、令和９年度以降、順次各小
学校で実施する予定です。

◇小学校児童放課後等居場所づくり事業
新たに亀崎小学校の校内に放課後
児童クラブ、児童センター、放課後子
ども教室の3つの機能を一部変更し
つつ、集約した居場所を開設します。

◇施設の整備等
0～2歳児の待機児童対策、多様化す
る教育・保育ニーズに対応するため、
令和9年4月の開園に向け、「(仮称)
成岩こども園」の建設を進めます。

◇中心市街地活性化事業
知多半田駅前広場の改修(設計)
おおまた公園の整備
古民家等再生可能性調査
◇JR武豊線連続立体交差化事業
（令和12年度事業完了予定）
◇JR半田駅前土地区画整理事業
（令和13年度工事完了予定）
◇名鉄河和線の高架化に向けた調査・検討

◇「成岩地域共創センター
　わくなるの森」の開館
　令和８年７月、成岩小学校敷地内
に新たな施設を開館します。

施　政　方　針施　政　方　針

　私は、かねてから「市民の幸せを実
現する」ことを最大の使命として市政
運営にあたっております。
　どのような状況・立場の方であって
も、まちに受け入れられていると感じ
られ、その方の意思が尊重され、自分
らしく生きて幸せを実感できる、「住
む人」「働く人」「訪れる人」から「選
ばれるまち」づくりを進めます。
　そのうえで、引き続き、住民の福祉
の増進を図る行政サービスをしっかり
取り組む中で、令和８年度における3つ
の重点事業について、申し上げます。

中心市街地の活性化2

小学校区コミュニティの構築3

わくなるの森整備イメージ▶

▲（仮称）成岩こども園整備イメージ

▼知多半田駅前広場整備イメージ

▲放課後児童クラブ施設内イメージ

2月１８日（水）から開催された「令和
７年第２回半田市議会定例会」の冒頭
において、久世市長が示した施政方
針の概要を紹介します。
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3つの重点事業

「はたらく親を応援するまち」の推進1

民間投資を呼び込み、中心市街地の魅力と活力の向上を図ります。地域と
　　　連携し、市民や事業者が主体的に関わる機運を醸成し、持続可能なまち
づくりを推進していきます。

人口減少に伴う地域コミュニティの担い手不足を解消し、地域における
　　　支え合いの基盤を維持・強化するため、小学校区単位でのコミュニティ組
織づくりを進めます。それに伴い、活動拠点を充実させるため、市民・自治区・
コミュニティ・市民活動団体・事業者・教育機関・行政など多様な主体が対等
に参画し、地域課題の解決を図るとともに、新たな価値を生み出せるよう、
老朽化した小学校や公民館の更新にあわせて「地域共創センター」を整備
します。
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